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◆背景

• 本市は「2050年二酸化炭素排出量実質ゼロ」を目指し、その実現に向けた基本計画
を策定し、令和3年3月、福井市ゼロカーボンシティ宣言を行った。

• 環境にやさしく災害に強い下水道を実現するため、下水道業務で使用する公用車の
買い替えにあたり、災害時の対応にも活用できる電気自動車を導入することとした。

◆具体的内容

• 車種の選定に当たっては、業務に必要な積載量、移動距離等を考慮した。また、拠
点施設に充電設備の確保も行った。

• 「下水道をイメージでき、福井市のPRになるもの」をテーマに、カーラッピングの
デザインを広報誌等で一般募集した。

• 下水道に係る災害対応拠点となる施設に、移動可能な非常用電源として、電気自動
車を配置した。

◆効果

• 温室効果ガス排出量が削減された（約617kg-CO2削減/台・年）。

• 燃料がガソリンから電気になったことにより、燃料費が削減された（▲約46千円/
年）。

• 令和3年10月に電気自動車導入の検討を開始。

• 令和4年6月にデザイン募集（令和4年8月決定）。

• 令和4年10月に車両購入。

【福井県福井市】
下水道業務への電気自動車の導入

福井県福井市下水施設課

GX

●公営企業情報

●今後の展望

●取組のスケジュール

下水道事業

●取組の概要

●取組のポイント

◆総事業費 車両・外部給電器購入費 3,641千円/台・年 維持管理費 50千円/台・年

ラッピング費 400千円/台

• 行政区域内人口 259,644人（令和4年1月1日時点）
• 行政区域内面積 536km2（令和4年1月1日時点）
• 処理区域内人口 229,832人（令和3年度決算）

• 車両の購入にあたって経済産業省のクリーンエネルギー自動車導入促進補助金を活
用した。

• 市民に愛着を持ってもらえるよう、一般募集によるデザインを採用した。

• 本市の環境イベント等への出展等を通して、下水道と環境対策のPRに効果的に活用
している。

カーラッピング

公用車の買い替えに伴い、災害時には移動可能な非常用電源としての活用ができる
電気自動車を導入した。

• 下水道業務で使用するほか、イベント等に出展し
下水道と環境対策のアピールやゼロカーボンシ
ティの実現に向けた市民の意識醸成に活用する。

• 電気自動車の特性を活かした災害対応の強化を検
討する。
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